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阿武隈東縁帯山上変成岩の複合年代学

Multi-chlonolgy method applies to the Yamagami metamorphic rocks in the East-Abukuma
belt.
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変成岩１試料に対して複数の年代測定法を用いると，変成岩の堆積から上昇までのプロセスについて，時間スケール
を見積もることができる．最近，Tsutsumi et al.(in prep)は，この方法を三波川変成岩に適用し，複数のユニットが 20Ma
程度の時間で堆積から上昇までを繰り返していることを示した．
阿武隈東縁帯山上変成岩類は，ジルコンやルチルの包有物にパラゴナイトを含むなど，西南日本の古生代高圧型変成

帯の東北日本への延長を考える上で重要な位置を占めているが，これまで十分な岩石学的および年代学的な検討がなさ
れていると言い難い．今回，山上変成岩の泥質岩ついて，それぞれ，K-Ar 年代を測定し，287.3Ma～318.6Maの年代を
得た．これは，飛騨外縁帯変成岩類の年代 (Tsujimori and Itaya, 1999)とほぼ一致する．この他，角閃岩について K-Ar 年
代および Nd-Sm年代，Rb-Sr年代間の年代についても報告する．
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